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Abstract

TheJapanese Engineering Standard fai1s to provide any regulations for the

Operating capaclty Of thcse disconnecting switches whose rated voltage exceeds

161kV.For this reason,the report on the performance test of Hitachi's287.5

kV disconnecting switchesinstalled at the HirakataSubstation,KansaiElectric

Power Co.,is the writer believes,Valuable for thcse concerned with the power

industryinJapan.It may be added that the new arc blow-Out method using

air compressorinstead of blower was studiedin this test forits effectiveness.

To summarize the test results,the switch successfully ruptured the excitT

lng Current Of transformer range of250kV3.7～5A and theloop current,about

lOOA,Withinits rated blade aperturein both cases.The compressed air

blowing was so e伍cient that the arc was blown offin half the arcing time

Which would be permissible without a blow-Out SyStem.

[Ⅰ〕緒 冨

げ机!答旨:巨｢~)川二jl封能ノノ∴二/__1い~ご::さ二JEC-125刷定､判宥宣気

早会遮断器伴準委冒会が一卜符して行発電所て試験を行つ

て二j~;=,そしT~)結県㍑JEC附録1して〟満されてい↑∴

｢一帖Jミ,｣=兄=潤購描にLてこモ161kVが品甘′に甘壱ノーl三であ

一_~)7~ニレ'二)て,言ぺ駈も161kV~壬て±た/_つて-Y-るが,新北ド′巨

幹維J)`うご瓜二より287･5kV斬路花も位廿に欄ぺよ･〕.ここ

な∴)ノニゾ~ぅて,二わ∴ン)いてもかねてか⊥､,L椚rj‡を行う計伸i

があF_),ノナl=けk~ノブ変電叫巨汁紬叶電ノJ土il立り=川‡再三の共

同て試験が行われたっ

試験H~変J王舘励磁克流,目線充一二に々さ融′iLびループ尼

流の三汀‖~1こついて枚ノノ妻ノ正面規Hけ)ll_､二′二歩望287.5kV

肝路紺二上/-)て行われたが,参考試験±して気流吹付√)

喝.:㌻,おょび人｣二雨天状徒γ.拭験もあわ-け行った｡以~ド

その概略を紹介すキ:-.っ
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L二ⅠⅠ〕供試断絡器について

供武断路器:i:柏~)j変電所現用の287.5kV800A NHL

型圧縮空気媒作式て水平二重切型である｡閉路行程の揖

絡∴お1､､てブレードが自伝して締付接触せ行う怖追で,

j封乍気圧㍑4.5kg/cm2,プレ,lJJ)長さミ王杓4,200mm,

ブレードJ:)仝｢糾1F_夏∴t750,悶l肛速度Hプレrド先端こ

おいて約3m/sてあろ｡

本試鱗て烏証相打)近け月守二を号試験ヒして遮断鮎二気

流吹ト｣▲を行った場合の試験および注水状態における試験

をあわせ行ったが,そのた骨下記のごとき装苗を現用断

路器に附加した.｡

(り 気ミ充吹付装置

気流欧付こ仁王ブロワを使什卜止ず操作用の圧縮空気を利

用した新しい二〃式のもので行った｡第1図～貰2図(次

頁参照)はこれを示すもので,名相ごとに空気槽,バル

ブ,導凧管おょびノズルを設指し闇路の場たブレードが

同定接触部より開離しほじめてから閉路の全行程位置に

棄てポ1二前の｢用だけ速断点二Jモ緬空気によ中気流吹付を行
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第1図

Fig.1.

気 流 吹 付 装 置 の 説 明 図

IllustrationofAirBlastingApparatus

第2図 気 流 吹 付 装 置

Fig.2.Air Blasting Apparat11S

第3図

Fig.3.

(+)

気流吹付装置の操作回路

ControICircuitforAirBlasting

Apparatus

第37巻 第9号

欝4国 人 工 両 装 置

Fig.4.Spraying Device

うようになっている｡このようにプレ←ドが動きつつあ

る問の消弧に必要な短い時間だけバルブを開いて吹付を

行うことは圧縮空気の経済的な使用ということばかりで

なく,長時間の放出では急激な圧縮空気の放出によって

断熱膨脹の形となって急冷されるからついには露点に達

して,こまかい水滴を含んだ気流が放出されるに至る

が,このような絶縁上好ましくない現象を防止すること

ができる∴第3図に示すバルブ制御スイッチはブレード

運動中の必要な時間だけ空気槽バルブを開くようにする

もので,回転碍子柱下部に取付けられプレ←ドの回転角

度に関連して自動的に開閉される｡したがってCS(切)

を操作すればブレードは動きはじめ,固定接触部より開

離しはじめれば各相の空気槽/iルプは自動的に開いて気

流吹付を行い,ブレードが全行程位置に達すれば自動的

にバルブは閉じて吹付をやめるから操作上特別の考慮は

必要としない(1)｡

本試験にほ600Jの空気槽を使用し,各試験を通じて

風連を一定とするための気圧は4.5kg/cm2一定とし

た｡ノズルと遮断点の距離的2,300mmとしたが,遮断

点における風速は約20m/sであった｡

(2)人工雨装置

人工雨装置は第4図に示すように供試断路器の廻りに

21/2ケの鉄パイプを引き,このパイプからほぼ等距離に48

本のノズルを並べ,これより水圧で噴水せしめた｡ノズ

ル穴の大きさは円形3mm〆および楕円形2mmx4mm

のものを交互に置いた｡1雨量に換算すると 410mm/b

の豪雨となる(2)｡

〔ⅠⅠⅠ〕試験 の 概 要

試験は昭和30年1月19日より21日の三日間深夜行われ

た｡試験項目は励磁電流,充電々流およびル←プ電流の

三種について,試験可能の範囲において,また運転保守

の上から必要と思われる条件を考慮に入れて立案され

た｡
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第1麦 測 定 の 分 拉

Tablel.Allotment of Measurement

劉 定 装 置 合 数.担 当

16mm損影機 ㌢1 台 日 丑二

関西電力

測 定■ 項 目

電 流

測定･は励磁 流21回,充電々流7国,ループ電流27回

台計55回おこなった｡測定の分担は第l表の通りてあ

る｡

第5図は測定回路の概略図である｡なお試験記録の整

理および識別に便利なように試験番号は下記によって表

示することとした｡

＼●./

-●-､

~i:･二ご4l

蔓･こ1….試験柾類別

励磁電流…･E(某国路の場合 Eγ)

充電々流‥‖C

ループ電流‥‥L

※2….電圧別,電流別

号繋3….試験通し番号

誉;4‥..開閉の別

間.‥.….0

閉……‥C

たとえば試験番号E-250V-17-C は250kVにおける

励磁電流の閉路試験である｡

(り 励磁電流試験

験は既往の161kV における試験例(3)およびこの

99,000kV変圧器の励磁電流の低から大体こおいて問題

ないと予想されるが,250kV としては最初の試験でも

あり,異常電圧のたも考慮こ入れて,まず低い電圧で一応

試験して結果を見て順次電圧を上げて行くこととした｡

このため第占図のごとく #3R.C.を電～原ヒして150,

220,250および260kVの試験を行った(記号E)｡つ

いで第7図のごとく 250kV母線よりの実回路試凝(記

号Eγ)を行った｡
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第5図

Fig.5.

第6図

Fig.6.
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(2)充電々;充試験

試験回路を第8図こ示す｡これは変電所内の母線充電

々流でその値もノトさく,片母線で70～100mA程度であ

り,枚方変電所上して現在まですでに開閉を数1』行った

実績もあり,異常電凪二対する懸念もあまりないので芙

系統のみ行った｡

(3)ループ電流試験

試験l可路を第?図に示す｡

(a)完力率試験

プ丁寧を70～80% に保ち受電々力および#3R･C･を

変化させて供試断路器を通る電流値を変え,電流値約

50,80および100Aの三種矧二ついて,幸2変圧器と

のループを開聞した｡

第8図 充 電 々 涜 試 験 回 路

Fig.8.Testing Circuit forChargingCurrent

(b)完電流試験

電流†直を約70A一定上して受電々力および♯3R･C･

の負荷を変化させて供試断指器を通る電流の力率を変え

幸2変圧器±のループを開閉した｡

(c)変圧器3台並列の場合の試験

実際の運転ここ土このような場〔γがあるので,前の二項

と持二違った結果が出る土ほ思われないが,念のため項

目追加して試験したもので,3台の変圧器で並列運転の

場汗-･｢供試断路詣で#4変圧器同路の開閉を行った｡電流

値こ王約70Aで試験した｡

∠クα♂

三幸9当 ル
ー プ ′千手

h..l. 流 試 験 回 路

Fig.9.JTesting Circuit for LoopCurrent

第 2 表 励 磁 電 涜 試 験 結 果

試 験 記

E-150V-1-C

E-150V-2-O

E-200V-9-C

E-20DV-10-O

E-200V-12･-O

E-200V-16-O

E-250V-17-C

E-250V-18-O

E-250V-18'-O

E-250V-18/′一O

E-250V-20rO

E-250V-20/-O

E-250V-20′しO

E-250V-22-O

E-260V-27-C

E-260V-28-O

E【260Vr26-O

Er-240V-33-C

Eγ-240V-34-O

Er-240V-36-O

Er-240V-34/-0

人 二亡 雨

○=う`r,:ぺ=無

気読吹付

C〉=有,×=無

250kVl富7摘流値
ト1捏屯圧;;

･＼.･

ア ー ク 時 間

5.9

18.5

6.6

34.5

21.0

21.0

8.2

40.0

39.D

39.0

22.0

25.0

25.5

36.5

8.2

24.0

47.5

8.5

46.5

25.5

48.0

5.9

23.0

7.0

35.0

21.0

21.0

8.4

40.0

38.5

38.5

22.0

25.0

22.5

36.0

8.3

24.0

47.5

8.8

45.5

25.5

47.0

5,8

23.0

7.0

37.5

21.0

21.5

8.2

39.5

38.5

3臥5

22.0

25.0

22.5

36.5

8.2

24,0

47.5

8.5

44.5

25.5

47.5

ア ー ク 開 成 度(%)

16.0

15.0

58.7

32.4

32.8

15.0

74.2

74.0

71.6

37.0

41.3

43.6

64.5

20.0

41.5

94.0

20,0

90.0

44.0

94.0

16.0

15.0

59.2

32.4

32.8

19.0

74.2

72.7

71.0

37.0

41.3

43.6

64.0

20.0

41.5

94.0

20.0

86.7

44.0

91.8

16.0

15.0

60.5

32.4

33.0

15.0

73.2

72.7

71.0

37.0

41.3

43.6

64.5

20.0

41.5

94.0

20.0

84.0

44.0

93.0
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以上の全訳験を迅にて断路器∴二対して

(平常状態)(気流欧付)(人1二面)(人工雨+克流軟付)

と条件を変えて試験を子~fう計i叶ごあったが,人工雨が闇

閉能ルニ与える影響ほないこ上がわかった二土と,注水

によってピン碍子の笠のrプ涌lがi需らされて,このたこブニ)コ

ロナが発生Lて思わし･こなかったのて充電々流お.丈びル

ープ電流試験二対して沃人コニ雨♂~㍍郁裾~H引略Lた｡
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〔ⅠⅤ〕試 験 結 果

(り 励磁電流試験

第2表に試験結果毘示す｡第10図～第13図はそのオシ

ログラムのf-し表例である｡貰2表から見てつぎのこ上が

いえる｡

(a)jll犯=d路250kV3.9Aの試験では試葬(18),

友
～∨い∧ 醐㈱瑚榊梱

~ ふ
.据2%

助
m

第10回 試駕18 励 磁 電 流 試 験 の オ シ ロ グ ラ
ム(閉 路)

Fig.10. Oscillogram of No.18Exciting Current Switching Test(Open)

試蕃どhお♂折依β
漬灯れ小舟Ⅵ捏汎V〟･汎句Vぴ√卑∵･†へ八軌v′ゾ･ヘル甘,-叫-

瑚｢ソ㈲伸ル軸

根ほ牒 試竃㍉ト獅≠牒-.♂

}{村･烏Ⅶ丹頂捏琉好■1付

第11因

Fig.11.

l勺rA:

Vr月:

l′rc:

yα一A:

l′¢一月:

l㌔-C:

i､こ:

1-て､･:

γ1-α:

A相Tγ脚対地屯圧

B相Tγ例対地電圧

C相Tγ例対地屯庄

A相矧笥電圧

B欄垣間電圧
▼

C相選間電圧

A相母線槻対地竃圧

A欄70kV側対地電圧

A梢10kV例対地電圧

試#18励磁電流試験の プラ ウ ソ 管オ ン ロ グ ラ
ム(閉 路)

Cathode-Ray Osillogram of No.18Exciting Current Switching Test(Open)

Table2. Results of Exciting Current Switching Test

投 入 電 流 (A)

61

153

24

178

15

43

再 点 弧 電 流(A)

B I c

66.0

53.5

12.5

27.5

26.0

30以上

Tγ側対.地異常電圧倍数

1.0

1.0

1.0

1.2

1,3

1.1

1.0

1.1

1.3

1.3

1.2

1.2

1.2

1.2

1.0

1.0

1.0

1.0

1.2

1.3

1.1

1.2

1.2

1.0

1.0

1.6

(注)周波数58.4～59′､

対 地 異 常 電 圧 胡

Bus 側
(A相)

1.0

1.0

1.3

1.3

1.1

1.4

1.0

1.0

1.0

1,2

1.2

1.0

1.2

1.3

1.3

1.3

1,2

1.2

1.2

1.2

1.2

1.0

1.0

1.0

1.0

70kV側

(A粕)

1.2

1.3

1.4

1.0

1.2

1,3

1.3

1.3

1.3

1.3

1.3

1.2

1.3

1.0

1.2

l
l･2

1.2

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.0

1.3

1.0

1.0

1.2

1.0

1.0

1.0

‖∴3E

l.0

1.0
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第12図 試秦20ケ 励磁電流試験のオシ/ログラム

(気流吹付,閉路)

Fig･12.Osillogram of No.20ケ Exciting

Current Switching Test

(Opening TePst with Air Blasting)

ん
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必｡｢血ふふぷ輩㌫ふふ.

第13回 読睾33 励磁電流試験のオシログラム

(閉 路)

Fig.13.Osillogram of No.33 Exciting

Current Switching Test(Close)

(18′),(18ケ)±もにアーク時間および閑離度はほほ同じ

数値が出ており,開離度71～74%程度で切れている｡

260kV4･7A試華(26)になる土開離麗94%土なって,

全行程以内で切るこ土を条件土するならごまこの辺が安全

に切りうるi辻ミ度のようこ思われる.｡

(b)実回路試験の248kV4,8A,234kV3.7A試

睾(34),(34′)では閏離度84～94% で,単独L~珊路の試験

に1七べてアーク時間および閑離度も伸びている｡これは

実回路の~〃が電源電旺の波形の影瞥二よって条件が苛酷

にたるものと想像される｡

(C)気流吹HJ-こ･甘美を見る土,同じ条件こおける比

較て試‡(18),(18′),(18り∴対する試幸(20),(20′),(20ケ)

で:王,悶離度L〕1J者ブ_)71-74% こ対L気流吹付ある後者

では37～44%+上たって,その1七こ~土仮こ平均値で求めて

みる土 56% 土たろ｡:‡三∈隼(26)こ対する試秦(28)ては

閉離 者の94% こ対して気流吹付のある後者て1

41･5%主なって,その比･:‡44%≧なる｡また試幸(34),

(34′)に対する試≠(35)て㍉王同様二平均伯で閃離変を比

較して見る土気流吹付のある場1ノニ丁･二i49% 土たる⊂ これ

ら三つの同一条件こぉける試鱗の比較を通じて,気流吹

付のあふ場合二に概略井上して吹付のたい場点の約半分

で卯tる土いうこ±がて-きる｡第1ヰ図こ工電源電圧土ブレ

ード悶離度の関係を未読吹何(無),(有)こついて比較し

たものてある｡
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Ⅳ
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第14図 励磁電流試験にぉける電源電圧と

開離度の関係

Fig･14･RelationbetweenSourceVoltageand

Percentage of Break Angle on Ex･

Citing Current Switching Test

(d)人工雨の影響は試♯(12)に対する試♯(16)お

よび試#(18),(18′),(18ケ)に対する試#(22)の結果

で見るとあまり影響はなく,ただ試 削22)のごとくア

ーク長さが比較的長い場合には多少切れやすいという結

果となっている｡これはアーク長さが比較的長い場合に

は注水によって冷却効果が多少あらわれるものと思われ

る｡

(e)閉路の場‡トニは250kVにおいてアークは約

8〔し先行する｡ただしここでアーク時間としたのは便宜

上完全に投入された位置までとしたので,接触開始から

完全投入に至る時間も含まれている｡

(f)異常電圧は全試験を通じて問題土なるものはな

い｡試華(36)気流吹付の場合倍率1.6が1回出ているが

他はいずれも1･4倍以下である∴気流吹付を行った場合

には強制消弧に近くなるから一般に異常電圧は高くなる

が,この試験結果てはその差異てまあまり大きくこない｡

貰12図気流吹付の場合のオシロを見る土電流が閉路行

程の終り近くこなって非常に大きくなっている｡これは

気流の消弧作用こよって,アークがまだ短い聞こ極･て短

時間電流が停止し再点弧を繰返す形となるため,その度

ご±ニ変圧器突入電流が流れるためである｡

(2)充電々;充試験

結果を貰3表二示す｡母線の充電々流ほその値も 70

～100mA程度て非常二小さく,また誘導のためにその

結果を示すオシロて･二iアーク時間,閏難度なご測定不能

であったが,肉眼て見た土ころでは1/3ストローク▲:ら

いで問題点∴,貰15図のようにブラウン管ナシロこよる

異常電圧も問題±なるものはた1･.､｡
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第15図 試 #40 充 電 々 涜
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㌦,＼小村､八八･で･洲仇仙W∧～W-

験 の ブ ラ ウ ン 管 オ シ ロ グ ラ
ム(閉路)

Fig･15･Cathode-RayOsillogramofNo･40ChargingCurrentSwitchingTest(Open)

第3 表 充電々 流試験結果

人工雨 気流吹付250kV
試 験 記 号

C-240V-40-O

C-240V-39-C

C-240V-40′-O

C-240V-39/-C

C¶240V-40′しO

C1240V-42-O

C-240V-42/-0

(冒≡墓)(冒

×

×

×

×

×

×

×

(注)周波数58.5～58.7′㌧

第 4 表

L-40A-52-O

Lr40A-51-C

L-40A-52′10

L-40A-51′rC

l.､＼::り

Lr40A-54′-O

L-60A､60-O

L一亡OA-59-C

L-60A-60′-O

L-60A-59′-C

L-60A一一62-O

L160Ar62′-0

⊥√100A-76-O

L-100A¶75-C

L-100A-78-0

L-80A-84-O

L-80A-83-C

L-80A-86-O

L-80Ar88-O

L-80A,87-C

L-80A-90-O

L-80A192-O

L-80A¶91-C

L-80A､94--O

L-80A-108-C

L-80A-107-C

L一錮A-109-0

不 明

Table3･ResultsofChargingCurrentSwitchingTest

アーク時間(′ヽ)

A 萱 BIC

不明l不明;不明

アーク関都度(%)■ Tγ側対地異常電圧倍数

A:BiC;A

不明l不明

1.1

1.2

1.1

1.0

1.1

1.111.1

1.111.2il.3

流電フ川
レ

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

〉く

〉く

×

×

(注)1.郎壁数5S,5～59.0〔レ

×

×

×

×

(⊃

(⊃

〉(

×

〉く

×

×

×

×

×

×

232

238

244

236

242

240

248

240

234

236

52.5

46.5

46.0

46.0

46.0

46.0

78.0

76.5

75.5

81.0

80.5

79.5

104.5

105.5

106.5

74.8

73.6

76.5

72.8

71.6

74.0

72.0

73.2

75,3

70.0

対地異 常電圧

B面河 70kV側110kV側

Table4･ResultsofLoop CurrentSwitchingTest

6.68

5.92

5.84

5.84

32.0

0.3

16.5

1.8

5･8211仇5

75

72

71

72

80

65.8

70.7

66.2

65.5

65.5

5･82;16･0
9.90127.5

;:……l3喜:…
1

10.28 2.0

10,22 116.0

10.12l17.0
13.28l51.5

13.4211.8

13.52 1 21.5

9.54 35.0

9.36l 2.0

9.68l50.0

凱18l44･5

9.06!2.3

…三:…l
51･5l
47.5 1

52_し
52

1

51.5
l

9.36 42.5

9.12l38.5
9.24 2.4

9･52l5D.5

6.65127.5

6.65 1.2

6.66l43.0

15.Oi26.0

1…二三;1….5

1三二;壷1Z.5

84.4

1.5

25.0

4.7

17.6

11.0･13.1

25.Ol32.8
2･0!0･525.5 32.0

2.0: 0.5

13.5118.5

2.0 0.1

14.2! 35.0

37･Ol33･0
2.0; 0

25.3

44.0

4.8

48.0

5.5

24.8

21.0

98.0

6.0

24.4

45.Oi 45.O1 94.0

44･5
44.5l79.0

2.3 至 0.6｣8.0

39.7 43.5

33･Oi39･5
1.8 0,5

41.0; 48.0

20.0 29.0

18.3

38.3

4.8

39.5

6.0

21.0

50.4

1.9

51.2

2.0

20.6,2S.0
25.9

99,0

6.0

22.2

……‡….!■……‡…
74.0

64.0

8.0

94.0

41.5

3､7

40.0: 73,5

2･対地異甘屯庄は250kV軋70kV榊およぴ10kV例ともに全くなし｡

67.0

54.0

4.7

70.0

29.4

77.0

67.0

0

88.5

44.5
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(3)ループ電流試験

結果を第4表(前貢参照)こ示す｡

(a)閉路試験の試華(52),(52′),(60),(60′)の童,■ま_黒

では電流78A程度まではストロ･-クの半分以■下で切れ

ている｡試蕪(76)104.5Aでは:三上んご全行程二達して

いる｡試験回数が少いのでミまつきりしたこ土は1-､えな-ヾ､

が,この辺が安全二切りうる限度しりようこ思わjtる｡

第】7図こ試草(76)のオシロを示す｡

(b)断路器∴かかる晰i月電圧の計算:上下記によつ

子二｡

変圧器2台ル←プのとき

dぴ=2′×Z12

変圧器3台並列の土き

』〝=3∫×

ただし Jか:極聞電圧

∫:幸4変圧器一次側電流

Z12:64.7日(at60′ヽ)

変圧器一次二次インピrダンス

(C)気流吹付の効果せ虻る三宅弧帖問の比較的無い

試射52)～(54′)ほ別上して武郎60),(60′)に対する試

♯(62),(62′)でに開離度のj!瑚値の比較をすると気流吹

付ある場合には点い場合の55%になっている｡また試

削76)に対する試削78)の1七較では同株に33% となつ

ている｡試験回数が少いのでこれで断定は無理土思う

が,少くとも気流吹付ある場｢･にはアーク時間20へノ程

度以下の場合せ除き励磁電流の場｢㌃ヒ同様こ吹ト｣-ない場

ノF一手の約半分以下で切れる土いつてよい土思う｡第18図に

電流上関離度の関係を気流吹付(無)(有)について示す｡

(d)力率の影響を見るために行った試験の試筆(84)

～(94)の結果で:ま,同じ条件でも相当閃きがあったり,

また傾向も一致せず,回路条件なごによる影響の方が上

回るようで不明であるが,力率の影響ほあまり大きな差

異となってあらわれないようである｡

(e)変圧器3台並列の場合にほ,電流情が同じであ

っても断路器の桓問にかかる電圧が低くなるので2台ル

ープの場合より条件が楽になるようである｡

(f)閉路,閉路いずれの場合も異常電圧に全然あら

われない｡

(4)気流吹付装置について

気流吹付には圧縮空気を使用する新しい方式で行った

が,これはブロワーに比べて追連な損作がえられる±い

う利点がある｡ブロワー式では少くともブロワーが

しほじめてから規定の回転に達し,所要の風速が遮断点

に達するまでの時間は行たねばならないが,この方式で

はC.S.を操作すればブレードはただちに動きこ王じめ,

柑二操作上二考薩する必要∴主:㌔い｡利口lの試験でミトい11

第16図

Fig.16.

試蓉86ル/･- プ電流試験の電弧

Arcof No.86LoopCurrent Switch-

ing Test

l

㍉.

■

第17図 試♯76ループ電流試験のオシ′ログ

ラム(閉 路)

Fig･17･Osillogram of No･76Loop Current

Switching Test(Open)
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第18図 ルrプ電流試験に∴鋳ける遮断電流

と開難度の関係

Fig.18･Relationbetween Breaking Current

and Percentage of Break Angle on

Loop Cnrrent Switching Test

の気流吹付のた鋸二空気柑の圧力H4･5kg/cm2から

3.5kg/Cm2に下り,圧川副更に約5分を要した∴夫際

問題上して,かかる断路器操作が数多▲･こ連続することは

:ない土思うが,二れだけの圧■力低下封昭雄紺沌要する
ゝ1

､_･,､r~ノ
はーここ に人れてF了≡トニ必要がごミ㌔る〔ただL引i~il

の試鮫では吹日時仰が表すぎ7~二こ土｣丈二｢手緩て,約半分二

短縮することができるから,任~力低下おょび回板場潤も

小さ･こすろこ上が~-り能である｡
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(5)接触部の損傷

正式にオシロをとめるための試験55｢司のほかに実回

路の投入なご含めて相当な同数になり,また祁当大きな

電流の開閉も行ったが,接触部の損傷は肉眼で見るアー

クの感じにかゝわらずきわめて軽微である｡アークの痕

跡は直接には接触に関係のない接触部カバr土かプレ←

ドのノックピンなごに小豆大の‡鋸､ミを二,三残すのみで,

この試験を行ったこ±｢二よって裾二手入の必要･ニよ認めF〕

れなかった｡

〔Ⅴ〕結 言

以上今回枚方変電1て斤における試験の概略を紆介Lた｡

161kV以下の斬路器こついては,今まで各所で試験が行

われているが,287･5kVのもの沃今回が最初であって,

挿々貴重なデータをうるこ二二がてきた｡変圧器励磁電流

好 評 と

流 開 閉 試 験 1281

では現用のもので安全に切りうることが確認され,また

ループ電流に対する開閉能力もあきらかにきれ,運転保

守の面でうるところ大であった｡昭和24年1月昭和電工

白石変電所における161kV断路器の試験で,気流吹付

ある場合l･ま約半分,あるいはそれ以下で切れるという結

果がでたが(3),今回の287.5kV試験においても気流吹

付ある場合には161kVの場合と同様に約半分で切れる
ゝ~

ゝ

=lL壬

事i某一i

が確認された｡これらのデータが将来の発変電所の

1▲,計画に参考となれば幸甚である｡
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特 許 と 新 案

最近登録された日立製作所の特許および実用新案 (その2)

区 別 登録番号 名 称 工場別 氏 名 登録年月日

特 許

特 許

実用新案

//･

実周新案

(第58頁へ続く)

214412

214404

214406

214409

214398

214403

214392

214395

214396

214407

214399

429931

429933

429934

429938
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429955

429959

429962

429971

429974

429975

429976

429979

429984

429985

429986

429988

429989

lアルミニウムまたはその合金に拡散反射面
を形成する方法

真空にぉける金属蒸着滞膜の

被膜形成装置(特許第193650号の追加特許)

壷形イ ンダク タ'ニ/.ス コ イ ルの製法

電 子 管 口 金 脚 製 作 法

硝球内面反射膜形成方法

プチル珪酸エステル重合･物製造方法

保護被覆 を 有す る ケ ー ブ ル

保護被覆を有するケーブルの製造方法

危険予防型キ ャブタ イ ヤケーブ/レ

ガ ス 分

単 線 式 信

料 穿 孔 装 置

号 装 置

グラブバケットの自由蒲∵下対応装置

グラブバケットの自由落下制御対応､装置

回転油膜式空気濾過磯の油清浄装置

負 荷 電 圧 調
′整

装 置

塵芥浮遊気体の 圧力検出装置

直列変圧器によ る電圧調整器付変圧器

排 気 装 置 の 適 確 阻 止 弁

ホ ッ
パ ー 内炭量■指示装置

消 弧 装 置 用 隔 壁

二重複元付サ
ー ボ モ･-･ク

タ ← ポ 発 電 機 界 磁 巻 線

補 極 鉄 心 絶 縁 装 置

吹 上 型 冷 却 扁 着 脱 装 置

整 流 子

竪軸水車発電機軸振れ見時回転装置

直 流 磯 補 償 線 輪

直 流 磯 節 償 線 輪

整 流 子

界 磁 線 輪 抑 え 金 具

亀戸工場

戸塚工場
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